
●横浜はいま

3．｢法人市民｣
　
横
浜
で
活
動
し
て
い
る
市
民
に
は
、

個
々
の
市
民
の
ほ
か
に
、
組
織
体
と
し

て
独
立
し
た
活
動
を
行
う
「
法
人
市
民
」

が
い
る
。
法
人
市
民
に
は
、
企
業
を
は

じ
め
と
し
て
、
病
院
や
、
学
校
、
寺
院
・

教
会
、
研
究
所
、
政
治
・
経
済
・
文
化
・

福
祉
団
体
、
組
合
団
体
な
ど
多
様
な
組

織
体
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
人
市
民
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
と
く
に
横
浜
の
都

市
機
能
の
重
要
な
担
い
于
で
あ
り
経
済

活
動
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
、
就
業
の

場
や
商
品
・
サ
１
ビ
ス
の
提
供
、
税
収

の
源
泉
な
ど
市
民
生
活
を
直
接
、
間
接

的
に
支
え
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
横
浜
に
お
け
る
法
人
市
民

を
企
業
の
事
業
所
を
中
心
に
概
観
し
て

み
よ
う
。

■
本
社
が
少
な
い
横
浜

図一１　横浜市の本社・支店別会社事業所数（昭和56年）

　
事
業
所
統
計
調
査
に
よ
れ
ば
、
市
内

に
は
、
五
六
年
現
在
約
一
一
万
の
民
営

事
業
所
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
法
人
事
業

所
は
四
万
九
〇
〇
〇
で
あ
る
。
法
人
事

業
所
の
内
訳
を
み
る
と
会
社
事
業
所
数

ほ
四
万
六
〇
〇
〇
で
、
会
社
以
外
の
法

人
事
業
所
（
社
団
法
人
、
財
団
法
人
、

医
療
法
人
な
ど
の
事
業
所
）
数
は
約
三

○
○
○
と
な
っ
て
い
る
。

　
図
－
１
は
、
会
社
事
業
所
を
本
社
、

支
店
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
事
業

所
数
で
は
支
店
を
も
た
な
い
単
独
事
業

所
が
五
二
・
五
％
を
占
め
て
最
も
多
く
、

従
業
者
数
で
は
支
店
事
業
所
が
四
五
・

図－２　大都市の本社事業所の比較（昭和56年）八
％
を
占
め
て
い
る
。
本
社
事
業
所
は
、

事
業
所
数
で
一
二
・
六
％
、
従
業
者
数

で
二
二
・
八
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
一
一
大
都
市
中
第
四
位
の
会
社
事
業

所
の
集
積
を
も
っ
て
い
る
も
の
の
、
大

都
市
と
し
て
は
本
社
事
業
所
の
割
合
が

低
い
。
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■
中
小
企
業
が
大
部
分

　
横
浜
に
は
、
本
社
事
業
所
と
単
独
事

業
所
と
を
あ
わ
せ
た
企
業
数
が
三
万
あ

り
、
全
国
の
二
・
五
％
を
占
め
て
い
る

（
表
-
１
）
。
し
か
し
、
資
本
金
一
億
円

表－１　横浜市の産業別企業数の推移

以
上
の
企
業
は
三
〇
九
社
、
と
り
わ
け

資
本
金
五
〇
億
円
以
上
の
企
業
は
、
わ

ず
か
五
社
に
す
ぎ
な
い
。
横
浜
は
大
阪
、

名
古
屋
に
比
べ
て
大
規
模
な
企
業
の
集

積
が
少
な
い
。

　
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
一
億
円

未
満
の
企
業
は
四
三
〇
〇
社
、
一
〇
〇

〇
万
円
未
満
の
企
業
は
二
万
六
〇
〇
〇

社
で
あ
り
、
一
億
円
未
満
企
業
が
九
八

・
三
％
を
占
め
る
。
一
一
大
都
市
平
均

に
比
べ
横
浜
は
中
小
の
企
業
の
構
成
割

合
が
高
い
。

■
東
京
に
本
社
が
約
４
割

　
横
浜
の
支
店
事
業
所
の
本
社
所
在
地

を
み
る
と
、
市
内
に
本
社
を
持
つ
支
店

が
四
〇
・
四
％
あ
る
が
、
次
い
で
、
東

京
に
本
社
が
あ
る
支
店
が
三
七
・
八
％

を
占
め
て
い
る
（
表
－
１
）
。

　
大
都
市
の
支
店
事
業
所
の
本
社
所
在

地
を
み
る
と
本
社
の
全
国
的
な
東
京
集

中
が
み
ら
れ
る
。
横
浜
は
川
崎
に
次
い

で
東
京
に
本
社
を
持
つ
支
店
の
割
合
が

高
い
　
（
図
ｌ
３
）
。

図一３　大都市の支店事業所の本社所在地(昭和56年）■
小
売
業
が
最
も
多
い

　
市
内
に
本
社
や
単
独
事
業
所
の
み
を

も
つ
企
業
の
業
種
内
訳
を
み
る
と
五
六

年
で
は
小
売
業
、
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
順
に
多
く
、
こ
の
三
業
種
て
六
割

以
上
を
占
め
て
い
る
（
表
-
１
）
。

　
次
に
五
〇
年
以
降
ど
の
よ
う
な
業
種

が
伸
び
て
い
る
か
み
て
み
よ
う
。
企
業

数
が
一
〇
〇
〇
社
以
上
増
加
し
た
業
種

は
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
建
設
業
、
小
売
業

で
あ
る
。
人
口
増
加
に
伴
っ
て
生
活
関

連
産
業
で
あ
る
小
売
業
、
対
個
人
サ
ー

ビ
ス
業
が
増
加
し
、
ま
た
、
住
宅
関
連

産
業
で
あ
る
建
設
業
や
不
動
産
業
の
伸

び
も
大
き
か
っ
た
。
一
方
、
京
浜
工
業

地
帯
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
製
造
業

は
、
企
業
集
積
は
大
き
い
も
の
の
、
近

年
企
業
数
の
増
加
は
停
滞
気
味
で
あ

る
。
ま
た
、
港
湾
、
物
流
、
旅
客
輸
送

を
担
う
運
輸
業
の
企
業
数
は
増
加
し
て

い
る
も
の
の
、
市
全
体
の
増
加
率
を
下

回
っ
て
い
る
。
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